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みんなの家主催『嗚呼満蒙開拓団』上映後の感想

・真実です。

・歴史の一断面が正しく記録された映画だと思いました。

・ドキュメンタリー映画、事実ですね。戦後 65年、まだ終わっていないと思いました。

•国の責任なのか、政府の責任なのか、映画の中での肉声は本物だと思います。厳しい生

活を強いられた戦後の日々は、本当に考えられないご苦労だったと思います。

・方正の場所とそこでの出来事を知り、感動しました。歴史を知ることは絶対に必要だと

思います。とても良い時間でした。この映画を＋供達（中高生）に是非、見せてほしい

と強く思いました。

・多くの犠牲のI，にある今の平和を大切にしたい。政権争いばかりでなく、政治家に見せ

たい映画でした。

・私達、戦争体験者から見ると、ある一部分と感じました。映画よりもっと酷い、表現が

できないような体験を致しました。

・証言映像集で、こういうのも「映画」というのか疑間でした。俳優が当時のことを演じ

ている映画が良かったです。『妹 ～中国残留孤児を捜して～』とか『脱出 開拓団全滅

の記録』という本を読んでも、悲惨さが分かります。

・「お国のため」のひとことで、こんなにもむごい人生を強いられた方々がいることに、胸

がつぶれる思いでした。戦争は絶対にイヤです。平和を大切にするために、私は努力し

たい。もう、「国家が、云々」などと言う政治家の言葉には瞬されません。

・当時は渡満できぬもどかしさに苛立ったりしましたが、映画を観て、「あー、満州へ渡ら

なくて良かった」と思いました。渡満していたら、言莱も風習も分からず、生きられる

かどうかも知れないことでしょう。

・戦争中、小学 1年生だった私ですが、防空壕に避難した記憶や、サイレンが鳴って学校

から逃げ帰った記憶があります。でも、この映画を観て、私が想像する以 Lの、戦争の

恐ろしさ・残酷さを感じましたc 今、のほほんと日々過ごしている自分達、これで艮い

のだろうかと深く考えさせられました。

•国策によっで満蒙開拓団に駆り出され、関東軍及び国に捨て置かれてしまった祉子、そ

の真任を取ろうともせずに捨て置いてきたこと中国の人々が幼い命を救ってきたごと

を知りました。戦争をしてはいけない、軍国主義国家にしてはいけないと思いました。

•私の実姉家族も終戦直前に満川より帰囚したので、本当に心に深く感銘致し、自分自身
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が逃げているようでした。この苦しみは誰の責任かとつくづく思います。

・養父養母のことを思って菓に参るとごろが印象的です。中国での、一部の人かも知れな

いけど、考え方が大きい、心が広いと感じられました。日本人の中にも良い仕事をした

人がいたことを知って、ホッとしました。

・終戦間際になってまでも、開拓団を送り込むなど、国家の為すことの理不尽さを思った。

沖縄にしろ、開拓団の逃避行にしろ、国によって他人が被った被害の大きさ。

・皆様の勇気と、ご奮闘に心から感謝しております。

・私は泣いてしまいました。

．想像以上の時代でした。次の世代に平和のありがたさを伝えたい。

・だいたいのことは知っておりましたが、詳しいことが分かり、感謝致します。昔（昭和 19

年）、小学校高等科 2年（現中学2年）の＋｛共達の少年開拓義勇軍への勧めの訓練に、少

しですが参加したことで、ずっと心が痛んでおりました。益々、深く感じます。

・戦争を忘れがちになる日常に、忘れてはいけないと、良い機会でした。

・過去にこんな悲劇があったことを、初めて知ることができた。

・昭和40~45年、東京で生活をしていた時に、日中友好に関わったことを思い出しながら

観ていました。学生時代にごの映画を観ていたら、活動もまた異なっていたのかな…。

私の友人（新潟在住）は、今も日中友好に力を人れています。

•この企画をして下さってありがとうございます。いろいろなことが詰め込まれていて、

考えると大変です。中国人とか日本人とかというより、人間愛で行動している人達に感

動しました。

・開拓団の人達には、珀が下がります。今日の映画を観ることができて、本当に良かった

と息います。

戦争体験ミニトークの感想

・戦争は絶対にしてはいけません。皆で平和を守りたい。

•とても悲しい出来事を思い出させて、かわいそうだったが、語らなければ分からないの

で、話をしてもらって良かった。

・国策とはいえ、牛死を決められ大変でした。戦争は絶対してはならないと思います。御

身大切に長生きして下さい。

•まさに生き証人ですね。いくら話しても、話尽くされないことでしょう。ご苦労様でし

た。
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•お二人とも、家族にも語れない苦しい心の中の思いを話されたことに、感謝します。

．何のための開拓団だったのか。人に話すこともできない体験をされたことに、心が痛み

ます。戦争とはいったい何なのか。人間が人間でなくなってしまうのでしょうか。

．昔のご自分の体験を、多くの人々に、時間の許す限り、語り継いで頂きたいと思います。

ありがとうございました。

．何とか生きようと思っても、尋常では生きられぬ地獄のような状態から生き延びてこら

れた方々のお話。悲惨な様子を聞いて、戦争がどんなに残酷なものであるか。今日のお

二人のお話は、ほんの一部であって、開拓団にまだまだ多くの方々がおられたことを考

えさせられます。

・体験を語ろうという気持ちになって下さったことに感謝します。辛い経験を思い出し、

伝えなければと考えて下さり、この会が大変有意義になりました。お二人とも、お元気

で、良き日々を過ごしてほしいです。「平和を守ろう」という力強い言葉に感動しました。

•長い間、語れなかった体験談をありがとうございました。本当に、二度と戦争はしては

いけないと、強く思いました。

•お二人のお話、よく理解出来ました。 H 本は絶対に戦争はしてはいけません。

•国から見捨てられ、広い広野を家族と共に帰国をと、一筋に歩かれたご苦労。察するに

涙、胸が詰まります。

・菊池良三さんは一般開拓団と思いますが、ご苦労様でした。浅賀俊之さんはハルピンの

渡辺中隊で、何かと街に近い所の訓練所で過ごしたことと思いますが、終戦後、よく元

気で帰られたと思います。本当にご苦労様でした。

滴州に住んでいたり兵隊で行ったりしたお身内の方はいますか

・私の主人は 13年前に亡くなりましたが、兵隊で満朴1にいた時の話、特に寒かった話をよ

くしてくれました。指が凍傷になり、人差し指の爪がだめになっていました。夏は満人

のスイカ畑で訓練をし、満人が追いかけてきても日本兵は知らん顔で荒らし回ったとか、

かわいそうだったとか。それから昭和 20年の暖かくなった頃に、新しい軍服を着せられ

て、北から南へ行くべく船に乗り、これで最後と思ったそうです。九州を下り、潜水艦

がいっぱいで、そこで沖縄戦に向かうことを知らされたとのこと。通信兵でそうこうし

ているうちに終戦で、持つで帰ってきた物は「飯合」「貯金通帳」「靴下」。初年兵は貯金

を下せなかったそうで、「俺は国に貸しがある。一銭も国からもらっていない。ただで働
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いた。」と峠っておりました。戦後の国民年金だけ。今、官僚の人達のことを思うと、主

人が牛きた若い頃がかわいそうです。

・母は単身で大連に行き、外囚の商社で働き、昭和 23年にトランク一つで帰国しました。

何も聞かなかったし、何も語らずに亡くなりましたが、辛かったことが偲ばれて、映画

の間中、涙が流れました。

・私は最後の義勇軍で、内原訓練所に人所し、東京第 37中隊の第一小隊長でした。なかな

か渡満できず、広島の西條訓練所にいる時に原爆に遭い、終戦となり、丸麦を塩で炒っ

たものを軍足に詰め、それをかじりながら、東京へ帰ってきました。

・私は義勇隊関東軍体験者です。

・私は第四次義勇隊開拓団員でした。終戦時のことを思うと、何ともやるせない気持ちで

いっぱいです。

・私の義兄は職業軍人らしく実姉と写真見合いをし、満小卜1に行き、子ども 3人を連れて無

事に帰国しました。満州での生活は、写真を見ると、義兄は軍服とサーベルで威張って

おり、姉や子供は奥様・坊っちゃんというような感じで、内地の人より恵まれていたよ

うです。

・近くにおりますが、あまり話したがりません。

．叔母一家、いとこが満州から引き揚げましたが、これほど酷いとは思いませんでした。

幼児二人を亡くしています。

方正日本人公墓に眠る日本人開拓団や日本兵の人達へのメッセージ

・私も間もなく近くに参ります。どうか安らかにお眠りください。

•安らかにお眠り下さい。

•平和を心から希望します。

・無事、帰国されたご家族様の、今後のお幸せをお祈り致します。

・戦争を起こさせてはいけません。日本囚憲法を守り、前進発展させたいと忠います。

・皆緑のご苦労、そして、命を落とされたむごい戦争という事実、亡くなった人々のこと、

決して忘れてはならないと、強く感じました。今、のほほんと暮らしている私達は、本

当にこれで良いのか。現在の日本という国のあり様を考えると、恥ずかしく申し訳なく

思われます。今日の映画をもっと多くの人に観てほしいと感じました。しかし、個人と

して何をしていったら良いのか…。
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・満蒙の大地に、夢と希望を抱きながら、家族をも連れていかれ、苦しみの果てに亡くな

られた方々に、何と言って良いのか分かりません。せめて、並みの石葉ですが、安らか

にどうぞ、としか言えません。

•世界平和

•平和について考える人が増えていくようにと願います。

•長い間、ご苦労さまです。心から感謝御礼申し上げます。

•長い間、大変なご苦労だったことでしょう。私達は、なんと幸せなことか。どうか、安

らかにお眠り下さい。

・歴史に翻弄された人々に、心から手を合わせたいと思います。

•今の平和を孫に手渡す努力をします。開拓団で亡くなられた方々の命を、無駄に葬り去

るようなことはしません。

NPO法人みんなの家主催

映画『嗚呼満蒙開拓団』上映会

鑑賞後のアンケートのまとめ

■平成22年5月 15日 松崎町環境改善センター 1階ホール

参加人数 102人

■平成22年 5月 16日 西伊豆町中央公民館 3階ホール

参加人数 63人

■NPO法人みんなの家：静岡県賀茂郡西伊豆町中 745-3
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日中船舶衝突事件から何を学ぶか

服部健治

9月7日に尖閣諸島（中国では釣魚島）周辺での海上保安庁の巡視船に対する中国漁船の

追突事件に端を発した一連の事態は、中国との付き合いを再考させる深刻な衝撃を与えた。

短期間で端的にあぶりだされたことは、脆弱な日中関係の本質だ。特に対抗処置として中

国政府が打ち出したレアアースの対H輸出差し止めは、対中ビジネスの練り直しを迫るも

のであった。

中国人船長の逮捕抑留からフジタ社員の最後の 1名が解放されるまでの騒動、続く中国

内陸部で頻発した反日デモ、さらに海上保安庁撮影のビデオ映像が 11月5日にインターネ

ット上に流失、と事態は混沌とし、 H中双方の政権内の確執にまで飛び火してきた。 H本

ではビデオ流出の実行者が海上保安庁職員であったがゆえに、国家公務員の秘守義務や国

民の知る権利といった問題まで発展してきた。嘆かわしいことは、日中首脳の時間をかけ

た十分な会談がいまだ実現していないことだ。

今回の問題から何か教訓をくみ上げてみたい。とりわけ中国ビジネスの最前線にいる日

本の企業家がどうすればいいか考えてみたい。

まず今回の衝突は偶発だったと思うが、近年尖閣周辺に多数の中国漁船が押し寄せる実

情では中国側にも「未必の故意」はあった。つまり事件の偶然性は必然性の時間軸で起こ

ったわけで根本解決がないわけだから、将来も発生する確率は高い。それゆえ中国と係わ

るビジネスをする者にとっては、「カントリーリスク」の必然性を再度認識する必要がある。

次に主権侵犯をめぐる‘‘予想外”と‘‘想定外’'の麒甑が顕在化した。中国側は“予想外'’

の日本側の動きに直面した。即ち日本側は船を捕捉しても、従来通りすぐに退去させると

ふんでいたところ、「国内法」（公務執行妨害）で処分すると決め、さらに前原外相の強硬

発言（中国はヒステリーなど）と民主党の‘‘粛々’'対応も‘‘予想外”だった。

日本側も‘‘想定外”だった。中国側が外交以外の分野にまで揺さぶりをかけてきたこと、

船長釈放後の「謝罪と賠償」の要求、フジタ職員 1名を継続して拘束したことなどである。

中国政府が従来にない強硬な対応を見せた理由は何か。中国にとって日中関係で譲れな

い原則は3つあると考える。それは「3つのT」と呼称する。「Taiwan」（台湾問題への干

渉）、「Territory」（尖閣諸島の領有）、「Textbook」（教科書間題＝歴史認識）の三大問題だ。

歴史認識に関して H中戦争を侵略でない、南京虐殺はないなどといえば、中国人の感情を

傷つける問題に直結するが、損得の実害はない。実際、小泉総理の靖国神社参拝では“政

冷経熱”という状況で経済活動は維持された。しかし、領土、台湾は失うか失わないかの

実利にかかわる問題であり、歴史認識の感情レベルの問題でない。これまでインド、旧ソ

連、ベトナム、フィリピン等との国境紛争では中国は武力発動も辞さなかった。尖閣領有

は主権にかかわる原則問題とみなし、外交攻勢のみならず政治、経済、文化、芸能など民
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間交流までストップさせてきた。そのためレアアース輸出も影響を受けた。

第 3に日中双方とも結果的に損をした。日本政府首脳は、外交分野以外の交流事業まで

波及させる中国側の“想定外’'の展開に狼狽し、日本は圧力を加えれば引き下がるとみら

れ、‘‘外交的敗北’'とまで椰楡された。また外交上の考慮ということで、中国人船長を処分

保留にした検察庁は“外交一元化”の原則を侵害したことになるし、民主党政権が「指揮

権発動」まがいの政治圧力をかけたのではないかと非難も高まった。

中国にとっては、強硬な対応が裏目に出て、 ASEANはじめ世界で「中国脅威論」の

再来を招く契機となった。米国も尖閣諸島は安保条約の範囲内であると言い出したことは

中国にとって不利だ。さらに今回のことで民間交流まで止めたことは、中国に理解を示そ

うとする多くの親中派の日本人が中国嫌いになってしまった。周恩来時代以来、民間交流

を重視するのは、中国の伝統的なきめ細かい外交戦術であったが、 2年前北京オリンピック

の聖火リレーを守ろうと傍若無人にも巨大な中国国旗を振りかざして長野住民の親楚をか

ったのと同じ事態になってしまった。そのうえ一党独裁に対する明白な“ノー’'を貫く劉

暁波氏のノーベル平和賞受賞は、嫌中を加速させた。

だが、 10数年前と比べて明確に中国のほうが、日本よりバーゲニング・パワーの強大さ

と持ち駒数は増大している。日本経済が中国に依存しているのはその証左だ。中国は国連

の常任理事国であり、政治的影響力を保持し、軍事、経済力、外貨保有、そして観光団、

民間交流まで左右できる。今後中国がさらに強大になることは間違いない。じたばたして

も仕方がない。そこで日本はいかにたくさんのバーゲニング・パワーを堅持しておくかで

ある。より高度の先端技術、モノ作り、ファッション、アニメ、建築などのソフトパワー。

誰も中国から学ぼうとしないけど、日本からは学ぼうとする清潔、安全、礼節の社会シス

テム。数年先に中国の空拇が出現することを見込んで、尖閣諸島の実効支配のため日本も

海軍力の増強が急がれる。「実効支配」もバーゲニング・パワーのひとつであり、それゆえ

“主権棚上げ・共同開発'’などの提案も可能となる。

中国は敵ではなく友人だが、率直にいって味方ではない。また、共産党政権と中国国民

は区分すべきだ。中国共産党は歴史上日本との戦いの中で成長してきた。残念ながら体内

には反日・抗日・嫌日のDNAが根底にあることを絶対に忘れてはならない。とくにマル

クス・レーニン主義、毛沢東思想、並びに社会主義を国民が信奉しなくなった今日、政権

維持の立脚点はナショナリズム（愛国主義）であり、必要以上に抗日戦争の戦果を鼓舞し、

日本軍の残虐性をあおる反日教育が実施されてきた。愛情でなぐ憎しみで統治すれば、そ

の政権は「ダモクレスの剣」だ。

他方、日中両国は地勢的に移転のできない関係であり、日中両民族は永遠の友好と平和

の建設に邁進することだ。過去に日本は中国を侵略し、多くの災害をもたらしたので、一

層民族間の友好には気を使うことである。同時に中国人の深層心理には、依然日本を懲ら

しめたいとする気持があること、「排外主義」の歴史的伝統も残存することを理解しなけれ

ばならない（日貨排斥のスローガンはまさに義和団事件や 1920"'-'30年代と同じ）。これは
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長い歴史と文化を持つ誇り高い民族が欧米列強・日本に圧迫されたことによる被害者意識

の残影と羨望に起因する。「日中友好」の空念仏でなく、異文化交流の観点が大切である。

緊迫した時期こそ、日中関係は「理解・協カ・信頼」の構築が主流であり、「対立、憎

悪」は傍流であるとする、一段高い視角が求められている。

日中間の領土問題の根底には、明、清、並びに琉球王朝以来の古文書をどう判断するの

か、並びに主権概念を規定した近代国際法をどう見るかといった根本間題が存在する。た

だ、日中経済関係の高い相互補完性、緊密性を無視して、「領土問題」が解決しないとすべ

の日中交流関係は改善しないとする‘‘入り口’'に持ってきてはならない。

中国とビジネスをしている日本の企業家が、実際の対応として心しておくべきことは何

か一例をあげてみる。

①中国人と領土問題で議論しても感情論に陥るから避けること。しかし、東シナ海に石

油資源が発見されてから中国が領有権を主張してきた事実などは率直に述べ、「異なった考

えもあること」「相手の意見も尊重して聞いてみる」といったことを学ばせること。

②中国人個人をいじめたり、中国人の店に投石したりする狭降な国粋主義は反対すべき

だ。中国大使館などに脅迫状や危険物を送りつける行為は糾弾すべきである。

③在中国のH系企業で働く中国人従業員には、わが社は中国の発展と人民の生活向上の

ために頑張っているのだと話し、後ろめたい気持ちにさせないこと。

（はっとり・けんじ、日中経済協会北京事務所副所長、愛知大学教授などを経て現在、中

央大学大学院戦略経営研究科教授。中国駐在 11年。昨年に続き今年も日中科学技術文化セ

ンターと本会が主催する「近現代史の歴史検証と北東アジアの未来を展望する旅」に参加）
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無神経な「拓魂」碑文と満洲開拓団

宮下春男

＜拓魂慰霊祭＞

毎年4月第2日曜日には、元満洲開拓団、元満洲義勇隊開拓団、元満蒙開拓義勇軍（隊）

訓練中隊、元満洲の農業開拓に何らかの係わりを持った人々、団員や隊員だった人々、そ

の家族や関係者が、全国から東京都多摩市連光寺の‘‘拓魂公苑”に集まってくる。拓魂公

苑は京王線聖蹟桜ヶ丘駅近くにあり、新宿駅から京王線準特急で約 30分、聖蹟桜ヶ丘駅か

らバスに乗換え約 15分で着く。バスを降りて緩い坂道を進行方向へ 40メートル程歩くと

三叉路の右側が公苑で、その奥に「拓魂」と彫られた石碑が闘かれている。その両側には

卒塔婆とも思える各団碑が林立している。碑文によれば 173基が各団等により建立された

とのことである。この日に集い、かの満洲で犠牲となった人々の霊を偲び慰めるためには

るばるとやって来た方達である。

平成 22(2010)年 4月 11日（日）は 4月の第 2日曜日。私は新宿駅9時 11分発の京王線準

特急に乗った。目的は聖蹟桜ヶ丘、正確には多摩市蓮光寺にある「拓魂」碑への慰霊参拝

と、この日に全国から集う人々に会うためである。午前 10時頃公苑に着くと、既に二々五々、

人々が各々の団碑の前に塊のように集い、線香、花や清酒等供え物を捧げ、その前で満洲

の地で亡くなったかつての仲間、親兄弟の霊を偲び、かつ参拝者お互いの久闊を叙す姿が

広い苑内のあちこちに色々な輪を形作っていた。 11時を過ぎる頃にはさしもの苑内は人で

溢れるばかり、幸い睛天に恵まれ団碑の郎にシートを広げてくつろぐ場面もあった。また、

来苑者は元青少年義勇隊関係者を除くと当事者である 1世は少なく、子の世代、中には係

を連れた人もいて、 3世代あるいは4世代に亘ってこの慰霊祭に集まった人達であった。

しかし、道路から苑内に入る通路は鎖が掛けられたままで、人々はその脇から入って行

った。私も鎖を跨ぐことをしないで脇から入ったのだが、何故か寂しい気がした。公苑の

奥には公苑の由来を翡いた碑がある。

＜拓魂公苑＞

先ず「拓魂」と書かれた碑である。裏側には「満洲開拓殉難之碑、昭和 38年 4月、加藤

完治書」とある。この人の名は満洲開拓に関心のある方で知らない人はあるまい。満洲開拓

の父とも言われ、満蒙の農業開拓を推進した先駆者であり、また茨城県で私立閥等学校を

運営しながら、特に“内原訓練所’'と言われた、青少年を満蒙開拓に送り出すための基礎

訓錬を行う訓錬所を運臼したことでも知られている。

拓魂公苑の由来は「拓魂」碑の左奥に建立されている碑の上段に刻まれたこの碑文をお

読みいただければ一Hで理解されよう。

満洲開拓殉難者之碑建設の由来

この碑は 満蒙の拡野に無惨に散った八万の開拓者と その人々を守りつつ自らも

逝った関係者多数の御霊が合祀してあります



����

昭和七年(-九三二年）はじめられた満洲の開拓事業は 満蒙の天地に 世界に比類

なき民族協和の平和村建設と 祖国の防衛という高い日本民族の理想を実現するため

に 重大国策として 時の政府により行われたものであります

凍土をおこし 黒士を耕し 三十万の開拓農民は H夜祖国の運命を想いながら

黙々と開拓の鍬を振るいました 然し その理想の達せられんとした昭和二十年の夏

思わざる祖国の敗戦により 血と汗の建設は一瞬にして崩れ去り 八万余の拓士と関

係者は 満歳の夏草の中に露と消えていきました

そして そこには未だ一輪の花も供えられたことはないのです

ここに同志相図り 水清きこの多摩川の丘に一碑を建て>祖国と民族のために

雄々しく不屈の開拓を闘い抜き そして散っていった亡きこれらの人々の御霊をお祀

りすると共に 再びかかる悲しみのおこることなき世界の平和の実現を心からお祈り

せんとするものです

昭和三十八年八月 建設委員長 安井謙

公苑は昭和 33年に満洲開拓殉難者之碑建設委員会が設置され、多摩市聖蹟桜ヶ丘の＾角

に士地を求め碑が建立された。昭和38年8月には盛大な除幕式が挙行され、以後毎年4月

第2日曜日を拓魂慰霊の日と定めて、毎年執り行われてきた。 38年から参加している人の

話では、初期の頃には苑内に入りきれない程に多くの参加者があったという。時が過ぎる

とともに高齢化し、参列者が減少して行った。その後の公苑運営については、これも経緯

を説明した碑文が下段にあるのでこれも原文を紹介する。

上掲の由来文にもあるように、非業に斃れた満洲開拓犠牲者の御霊を祀るべく、関

係者相図り、昭和三十二年に国や全国都道府県の強力なご支援と、内閣総理大臣や各

国務大臣を歴任された方々など多くの有識者のご理解とご協力のもと、満洲開拓殉難

者之碑建設委員会（委員長安井誠一郎東京都知事）が発足し、その後、跡を継いだ実弟の

安井謙氏（後の参議院議長）を筆頭とする建設委員各位の並々ならぬご尽力によって、同

三十八年ようやく満洲開拓に所縁のある景勝の地、ここ聖蹟櫻ヶ丘の一角を選定して

士地を取得し、その中央に拓魂碑を建立、同年八月十日に除幕式が執り行われました。

さらにその後、碑の周囲を取り巻くように、関係者それぞれが在満当時所属してい

た開拓団ごとの団碑の建立も逐次行われ、その総数百七十三基を数えるに至り 現在

見られるような拓魂公苑に整備されました。

爾来三十有余年、全国拓友協会と拓魂碑奉賛会の共催のもとに、桜花爛漫の四月の

第二日曜日を「拓魂祭」の例祭日と定め、毎年毎年全国津々浦々から集い来る老若男女

の数はたとえ荒天風雨の日となるも 1,000名を下ることはなく、各々がこの拓魂碑及

び各団碑の前にぬかずき、香を焚き花を捧げ、在りし日の肉親縁者や同志を偲ぶ慰霊

の行事を続けて今日に至りました。

いま、私ども満洲開拓関係者の最大の悲願は、この公苑と拓魂碑等の永久護持にあ

りますが、そのための方途として、この度理解ある関係各位のご尽力と、東京都知事

のご英断により、これらを都有施設としてお引き受け戴くとともに、爾後の維持管理
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をもお願いすることとなりました。

それに伴い、ここに全国拓友協会の所有にかかる公苑敷地一六ニーd及び樹木、拓

魂碑団碑等の一切を東京都に寄付することと致しました。

拓魂よ永遠なれと念じつつ

平成十三年一月吉H 社団法人全国拓友協会 会長 戸谷義次

建立以来38年にして、自己運営でなく東京都へ管理を移管する為に、公苑とその施設一

切を都に寄付したのである。平成22年は建立されてから 47年、都に移管されてから 9年、

流石に苑内は雑草や枯枝等が掃除され管理されていたが、日曜日とは言え、例祭日にも拘

わらず入り口は鎖が掛けられたままであった。都の主催ではなく縁故者が自主的に行って

いるという解釈なのだろうか。公苑に隣接して都立桜ヶ丘公園がり、近くには公園管理事

務所も存在している。

私が参加した慰霊祭風景は平成 20年からであって、参拝者の方のお話では平成 18年ま

でぱ共同の拓魂祭が開かれていたとのことであった。たまたま、（社）全国拓友協会を探すた

めにHPを開いていたら「多摩ニュータウンタイムス」が出て来て第 42回拓魂祭(2004,

H16年）の催しを報じており、写真では拓魂碑の後ろに帳幕が張られ、碑を背に挨拶する姿

があり、それを取り巻く大勢の人の輪があり、テントも張られている様＋が映し出されて

しヽた。

平成 22年の例祭日は 20数団の関係者、凡そ 150人程の参加者であった。 12時を過ぎる

と何時の間にか人の気配が薄れ、 j--．野駅に出てパーテイを開くという方もいた。午後 1時

の苑内は酒を酌み交わしている 2~3のグループ以外ぱ静になっていた。

私は改めて団碑を参観した。団碑の順序は入植順或いは都道府県順などではなく、建立

について有志が一致した順番に建立されたのだろうか。碑は圧倒的に義勇隊開拓団又は義

勇軍（隊）の団碑が占めていた。一般開拓団は40数碑であり、避難途上で多くの犠牲者を

出した開拓団では第 13次興安東京荏原間拓団（東成送出）、第6次黒咀子開拓団（石川、富

山）、第4次吟達河開拓団（全国混成）、第8次韓家開拓団等の碑があった。県淮位の碑もあ

り、また、弔いの碑文の団碑もあった。

団碑には、倒伏防止のために鉄パイプが団碑の上部に廻らされており、如何にも情のな

い無機質を感じた。白由参拝になった途端に公苑入口の鎖も外さず、まるで余人立ち入る

べからずと言っているようであり、団碑に巡らされた錆びたパイプ［ま刹那（内で無神経であ

り切ない気持ちにさせられた。崖側の下には民家が接近しており、 1到立防止の為にはやむ

を得ない措附なのだろうが、情のない、それでも管理してやっているという表示なのだろ

うか。

＜満洲開拓団の入植布置＞

私は、参拝者がいなくなった苑内 170数基の各団碑を巡りながら、拓魂碑やこのような

団碑が建立された由来に思いを巡らせていた。何故、満洲開拓団が僅か 13年間に 27万人

から 32万人にも及ぶ大量の移民がなされたのか。何故、全国47都道府県全てから満洲開

拓団が組織され送り出されていたのか。何故、満洲在留邦人の犠牲者の半数近い 8万人が
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開拓団員とその家族なのか不思議であった。碑文を読むと「世界に比類なき民族協和の平

和村建設と、祖国防衛という高い理想を実現する為に重大国策として時の政府により行わ

れたものであります」。とあり、祖国防衛とは何を意味しているのか碑文を眺めながら考え、

ふと思い当たる節が脳裏に浮かんだ。

2. 2 6事件後に成立した広田内閣は、昭和 11年8月に七大国策のーとして「満洲農

業移民20ヵ年 100万戸移住計画」を策定したが、これも関東軍が策定した計画を日本政

府の国策として後追いで定め大量の移民を行っていたのだ。随意でないため、全国から隈

なく送り込まれたこともうなずける。また、農業開拓団なのだから未開の僻地なのは仕様

が無いのかと思っていたのだが、忘れもしない 2008年 12月 5日に国会図書館を訪ねて満

洲開拓団関係の資料を漁っていた。そして「満洲開拓年鑑 康徳 11年(1944年）刊」の復刻版

を手にし、そこで「各種開拓民の配分布置」なる文章に出会った。開拓第一線地帯、開拓

第二線地帯及び開拓第三線地帯！ ！ 「‘‘開拓第一線地帯”とは、間島省より牡丹江、東安、

三江、黒河、典安北省及び興安南省をいい、主として第一線皇軍に対する兵姑基地、労力、

軍馬、兵力の給源、宿営拠点を指し、開拓民の十分の四を配置する。」と記述されていた。

さらに色々な資料を読んでいる中で、満洲国政府の開拓総局長を勤め、敗戦時には東満

総省（東安省と牡丹江省を合併）の省長であった五十子巻三が「満洲開拓政策の三大目標

は国防の強化、農産の増産、民族協和であったと思う」とし、その中で特に国防に関して

「満洲開拓民はどんな点でH満共同国防の強化に貢献したかというと、第一線の国境付近

の開拓地は第一線軍の兵姑基地一敵方への進出路、宿舎、食糧飼料労力車馬等の給源とし

て役立つーとして、第二線主として小興安嶺から横道河子、鏡泊湖あたりを繋いだ線の内

側の開拓地は、匪民分離の拠点として、そうして第三線即ちその他広く全満の開拓地は農

産増産の基地、民族協和の場として役立つということであった」（ああ満洲・国つくり産業

開発者の手記 p647) と述べている。これは開拓団を関東軍の兵姑基地・輻重兵と化す何

ものでもない。 ＜輻重＞、大辞林によれば、輻は衣類を載せる車、重は荷を乗せる車の

意。さらに1日陸軍で、前線に輸送・補給する食糧・被服・武器・弾薬などの軍需品の総称と

ある。輻重兵とはこれらを運ぶ兵隊のことである。何ということか満洲開拓団員は満ソ国

境で農地に固定した関東軍の輻重兵の役割を果たさせられていたのである。

満洲開拓団はそもそも武装移民団として送り込まれた経緯はあるが、それはまだ治安が

安定していないからが理由と私は考えていた。しかし、防衛庁防衛研修所戦史室による「関

東軍く 2>」において「満洲国における居留民については、他の支那及び南方正面と異な

り国策に基づく開拓団という存在があり、その少なからざるものは関東軍の指導により国

境に入植し、交通線の維持確保•生産・補給など兵姑に一役も二役も買っていた。しかも根

こそぎ動員において、そのうち兵役に堪える壮年層は殆ど召集され、さらに青少年義勇隊

員 12,000名も倉庫警備及び勤労奉仕に従事し、残る大部分は老幼婦女という団が少なくな

かった」 (p353)。と満洲開拓年鑑や五十子氏の説を裏付けている。これが祖国防衛という

文言で表された事由なのだろうか。
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く関東軍の北辺振興政策＞

ならば、関東軍が何時、開拓団を兵姑基地や輻重兵にしようとしたのか。「満洲国史・総

論編」によれば北辺振興については、少なくとも“支那事変”が勃発した 1937年頃からで

あろうとしている。中国本士での戦局は当初の不拡大方針とは逆に燎原の火のように燃え

広がり（日本軍が際限なく拡大した）、国際連盟を脱退したことにより、対外的には孤立化

へと追い込まれていった。窮余の策がドイツ等との二国同盟、日ソ中立条約などであるが、

関東軍はこれまでの作戦方針を変更し、日満一体となった防衛線を確保すべき必要に迫ら

れ、防衛戦を満ソ国境においた。このため関東軍は大・小輿安嶺、完達山脈の外側に配置さ

れることになったが、自然環境劣悪のため、兵力の機動不便かつ後方の補給困難の状況で

あり、この隣路打開のため軍ば満洲国、満鉄の協力が不可欠となった。政治上からは産業

開発 5ヵ年計画により、総体的には向上したが、地域差が大きく、鉄道沿線地帯は急速に

発展したが、奥地は行政の浸透力も弱まり、殆ど放置状態のところがすくなくなかった。

東北部国境方面では原住民が国境観念に乏しく、満ソ間を自由に往来しており、これらを

是正し行政浸透と民心把握•安定が緊急の課題であった。さらに経済上からは多数の軍隊が

国境方面に配骰されると、その補給が大仕事であった。例えば日本軍に不可欠の米の補給

は、北辺の寒冷地では現地調達が難しく、これを内鮮からの輸入に頼ると軍事輸送に支障

をきたす。これを解決するには現地自給体制をとる以外に方法はなく、そのため開拓政策

の推進、建設資材の生産工場配置等の措懺が必要となってきた。と「満小卜1国史」は記述し

ている。

関東軍は 1938（昭和 13)年 12月、「国境方面における国防的建設に関する要望事項］を

策定した。その要領で述べている重点的形勢地域は正に「開拓第一線地帯」に一致してい

る（満洲国史総論編 p657)。これらのことから類推すれば、 1939（昭和 14)年頃からは

意図して開拓第一線である国境地帯に開拓団が人植させられていたのであろう。しかも日

本政府の策定した 20ヵ年、 100万戸の開拓団の移住入植は、昭和 14年頃から急増してお

り、団数においては昭和 14年に集団 40、分散23、計63団、昭和 15年には集団 64、集合

56、分散 12、計 132団、昭和 16年には集団 44、集合 32、分散4、この年から義勇隊開

拓団68が入植し、合計 148団と急増しているが、関東軍の意のままに国境方面に配懺され、

銃器で武装させられていたのだ。これが祖国防衛の実態だったのだ。

く開拓第一線地帯入植開拓団の犠牲者＞

敗戦時、国境の開拓第一線地帯に入植した開拓団はどうだったか。東安、間島、牡丹江、

三江、黒河、典安北及び興安南の各省には開拓史等に基づく筆者のラフな推計では在籍者

約 95,900人で全満入植者の 39.8％であり、配懺 40％と合致する。うち死亡者約 29,800人

で在籍者の 31％となる。未引揚者が約 15,800人あり満蒙終戦史の前例により、その内約

60％が死亡者とすると死亡者の合計は 39,280人となり在籍者の 41％である。全開拓団員在

籍者27万人中死者 8万人 (29.6%）に比し、 41％は極めて高い死亡率である。この中には

義勇隊開拓団員も含まれ、義開団員は青年で独身者が多く避難行動が比較的容易であった

ことなどから、幼い子供を抱えた団員家族の犠牲は相対的に高いことが考えられるため、
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数字以上に偏差がある筈だ。いずれにしても満洲開拓団の中にあって国境第一線地帯に配

置された開拓団は敗戦時には如何に過酷な状況であったかを物語っている。

満洲開拓団は原住民の土地を収奪して入植したと非難され、侵略の先棒を担いだとして

忘れ去れようとしている。しかし「満拓」と称する国策会社が事前に買収等を行い、殆ど

の開拓団員達は何も知らずに宛がわれた土地に入植したのだ。多くの開拓団は鉄道沿線か

ら遠く、電気もないところで農耕に勤しんだのである。

最近、「昭和史の天皇第6巻 昭和 44年刊、読売新聞」を再度開いた。「満州の田舎に

いた日本人、つまり開拓団の人達がどんな目にあったかについても触れておかねば片手落

ちになる、それにこの人達は、世界移民史上かって見ない悲惨な最期を遂げた人々だった

のだから、なおさら省くわけにはいかない。もともと移民という言葉は、新天地を求めて

海外に雄飛するロマンチックな夢や志望がひそむ反面、故郷を食い詰めて日本を出て行く

といった暗い語感ももっている。しかし、満州開拓団も、その移民には違いないが、ただ

の一攪千金的な熱に浮かれて出たものでもなければ、食い詰めた人たちの集団移動でもな

く、ひたすらわが国策として送り出されてきたものだった、それだけに、その末路が一層

あわれなのである」と。確かに前に述べたように全国47都道府県全てから、東京都や北海

道も例外ではなく送り出しているのだ。

改めて考える。世界の移民史の中で、直接軍事目的の移民で全国の行政単位全てから移

出させた事例があったろうか。加えて 27万人から 32万人もの短期間・大量の集団移民は

現地での、特に土地に絡む摩擦が大きいことは言うまでもないことなのだ。約 5万人もの

頼みの夫や父は召集されて不在。加えて関東軍の防衛視点から原住民の強制立退き•特定

部落への強制的集約等。僅か 13年間。恨みを持った原住民本人・当事者が健在だった。ソ

連軍が侵攻する前から各方面軍司令部等は軒並み後退しており、戦闘最中の 8月 10日～12

日にかけて戦闘部隊の前線からの転進・撤退が命令されていた。そして敗戦。天地逆転。

22万人もの逃避。略奪・暴行、飢え・寒さ・伝染病。退避避難中の犠牲者 1ガ2,000人、都市

部に収容されても窓や扉を破壊された寒風吹きすさぶ学校等、飢え、酷寒 30度に達する寒

さ、栄養失調による病気・伝染病等による死者 6万8,000人、合計犠牲者 8万人。農民で

ある移住者の 36％もの犠牲者。何たることか。

「拓魂」、あの碑文は満洲開拓を推進した者が書くものだったのだろうか。慰霊祭当日の

公苑の鎖掛けのままの入り口。あの錆びた鉄パイプで縛られた団碑、昨21年は他に所用が

あって参加できなかったが、平成 20年にお会いし話を伺った阿城大谷団の方は 90歳を過

ぎていらしたが今年はお見えではなかった。静に減少しつつある参拝者。拓魂碑の存在が

ひっそりと忘れ去られようとしているのではないか。私は‘‘物言わぬ農民”を見た思いだ

った。満洲開拓団員は祖国防衛のために犠牲となったのだ。施設は東京都に寄付されたと

言うが、もっと国民的に慰霊されてしかるべきでなかろうか。

（みやした・はるお： 1936年富山県生まれ、 1943年満洲開拓団員の家族として渡満、 1953

年帰国、 1994年通商産業省（当時）を退職、宝飾業界等を経て現在無職。 09年8月、方

正友好交流の会主催の「歴史検証の旅」に参加。方正日本人公墓を参拝した）



����

『新潟県満州圃拓史』を自費出版して
高橋健男

1 人を弔う
人はその人生を全うしたとき、名を刻して弔われる。手厚く葬られて墓所に入り、法要

が重ねられる中で、愛する人・親族•関係者の心の中に生き続ける。これが世の常である。

しかし、戦争の時代には、おびただしい数の弔うことがかなわない「異常」や「非常」

があった。死地さえ分からない。「西太平洋にて」の兵士の死亡公報は、愛する人に死者が

どこに眠っているかを伝えることはない。長かるべき生身の‘‘生’'を無残に断ち切られ、

人間一代の歴史を未完のまま抹殺されたその人の“生’'を、詳しく知る術はない。

「弔う」とは、その場におもむき死者を見舞うことであるという。突然の死を迎えた人

たちに対し、東南アジア、南方諸島やシベリアの奥地に少しく墓地や慰霊の碑があるとい

う。遺骨収集団が訪れ、少なくない遺骨が拾い集められ弔われている。

ひるがえって満州開拓民殉難者について見るとき、戦後日中間で「遺骨の収集は行わな

い」との申し合わせがなされたように聞く。そういえば「方正地区日本人公墓」に収容さ

れた遺骨は、方正県人民政府の手によって収集された（奥村正雄『天を恨み地を呪いました』等

参照）。「麻山地区日本人公墓」にも、関係者の強い願いから慰霊・遺骨収集団が組まれ遺骨

収集がなされたが、主だった遺骨は収集団が拾い集める前に、これも黒龍江省か現地の人

民政府の手によって収集され、方正に墓も建っていたという。収集団は麻山谷に残る遺骨

を探して拾い、そして公墓に収めたらしい（中村雪子『麻山事件』、団史『麻山の夕日に心あらば』、

『昭和 57年年度吟達河会報』等参照）。

新京（現・長春）や奉天（現・藩陽）の都市部まで避難し、それぞれの収容所で没した人

たちは、収容所脇の空き地や公園の大きな穴に次々と運ばれたと、多くの手記にある。拙

著出版後、「新京の収容所の位置が分からないか」とか、「身内が新香房で亡くなったとい

うが、現地はどこで、今どうなっているか」など、関係者からの問い合わせが続いた。し

かし、場所の特定はかなわない。西本願寺とか白菊小学校・室町小学校とか緑園地区とか、

収容所の名前さえも分からないのである。

新香房は今の広大な農地のどこかに葬られていたのであろう。多々あった日本人墓地は

戦後中国の都市化・開発によってビルの下であったり道路であったり、土地改良で造成され

た農地のどこかであったりする。いずこも墓標さえないかつての日本人墓地なのだが、そ

こは人を弔う場とはなっていない。

「弔う」とは「とぶら（訪）らう」こと、すなわち「問う」こと、「問い訪ねる」ことと

いわれる。「使者の枕辺に寄り添い、親しくその人の名を呼び、その声を聴く」ことである

という（村山常雄『シベリアに逝きし 46300名を刻む』）。その意味で「方正地区日本人公墓」「中

日友好園林」は、特に開拓団関係者にとって特異な存在である。

2名を刻す
ある日、渡満家族（叔母夫妻）の養子となった弟二人の消息を求めて、ある老人が自宅

を訪れた。戦後 65年にして、何が何でも現地慰霊に出向きたいという。だが、その老人

は叔母一家が加わった開拓団の名称も、弟たちがどこでどのように亡くなったのかも分か

らない。唯一の頼りは戸籍に記された一行の死亡証明だった。
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その一行を見せてもらって驚いた。「麻山にて死亡」と記されている。老人はいつか「自
，、クホ

決した」との話を聞いていた。二人の弟は麻山事件での死亡者である。吟達河開拓団には

新潟県から 20ないし21家族が入植していた。吟達河開拓団新潟部落についてはその概要、

逃避行経路、麻山での自決などの詳細を私は承知しており、拙著にも記録済みであった。

老人に地図を示しながら、弟二人、昭和8年と 10年生まれの正平、元也が養子となった

東松治・キニ家族の最後に共に思いをはせた。

東家は一家して麻山の避難集団の中にいた。叔父は麻山の決死隊のひとりだった。新潟

県庁に残る開拓団員名簿を調べる。叔拇・キニの名があり、「麻山にて自決」と朱書きがあ

った。ところが、夫の名も、消息を知りたい弟二人の名もそこにはなかった。「麻山地区日

本人公墓」に収められた遺骨は400体を越すが、たぶんそこにも個人名は記録されていな

いのではないか。弟の消息を求めていた小出公司さん（新潟市）は今秋、一人で吟達河と

麻山、そして方正の地に立った。戦後 65年にして念願がかなった。

元日本軍兵士の中には「無名戦士の墓」に眠る人も多い。死者ひとりひとりが“無名'’

であるはずがない。人は必ず名を持ち、その「名前のうしろには人生があり、個性があり、

悲しみや痛みがある」（浅田次郎『終わらざる夏』）。それなのに、誰によってもその人の名が

刻されていない。

シベリア抑留死亡者4万6千人強の名を刻した村山常雄さん（糸魚川市）は、自身も 4年

間のシベリア抑留体験者である。ロシアから返還された抑留者名簿には、名前がカタカナ

表記の上に、ロシア人の耳に響いた日本語は実名とは異なる表記に、あるいは同一人物名

が重複して見出された。旧厚生省もその個人名を整理していない。村山常雄さんは 10年

に及ぶ調査で、知りえたすべてのシベリア抑留死亡者の個人名を漢字に直し、その名を刻

した。しかしなお、約 1万人の死者については何の情報も得られないという。

旧満州への慰霊の旅に二度同行させてもらった吉泉昭雄さん（横浜市、羽田澄子監督の「嗚
いらん マータイトン

呼満蒙開拓団」に登場）は、方正で妹二人を失った。依蘭付近の馬太屯開拓団からいっしょ

に方正まで避難していた吉泉昭雄さん（当時 17歳）は、そこに名は刻されていないかもし

れないが、妹の没した地、没した様子は克明に覚えている。だから、その地で深く、静か

に慰霊する吉泉昭雄さんの姿に接する。一方、小出公司さんのように亡くなった弟の名を

刻した文書すら見出すことのできない人もいる。

各県で慰霊祭が営まれているが、満州開拓民殉難者名簿が整えられてこなかった理由は

何であろうか？ そしてそれは誰の手によってなされるべきだったのだろうか？

3伝え鶏す
死者の名も刻されず、その人がどのような死を迎えたのかも分からない状況は、一人の

人間の‘‘生’'を、‘‘死”を、あたかもなかったような状況にしてしまう。家族の心にはいつ

までも残るが、公的には抹殺されているかのようである。

満州開拓団個々の入植地での様子、避難と殉難の様子についても同じことが言える。新

潟県には残念ながら、県人開拓団全体を記録したものが戦後 65年の間、編纂されること

がなかった。いろいろ理由はあったのだが、新潟県は全国約半数の『00県満州開拓史』

がない県のひとつとなっていた（全国各県での編纂状況については『星火方正』第7号参照）。

そんな中、数年前に私は新潟県が送り出した全開拓団、全義勇隊の「実態調査表」なら

びに開拓団員名簿を発見できた。作家の合田一道さんからは所持する「北満農民救済記録」
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の中の新潟県開拓団記録をコピーしていただくことができた。これらにより『新潟県満州

開拓史』の編纂が可能になった。

新潟県からは2戸、 10数戸、あるいは20,....,50戸と参加した武装移民・試験移民期から

第5次開拓団までが8開拓団（集団）、県単独編成の開拓団（集団・集合開拓団、分散・自由移民

を含む）が第 6次から第 14次まで 26開拓団、義勇隊は全国混成の第 1次第 2次に 13中

隊、県単独編成の第3次から第8次まで 13中隊、合計60開拓団（集団）が渡満していた。

その数約 1万3,000人、全国第5位であった。

その全集団に関して関係者からの体験聴取を重ねた。県内外ならびに旧満州入植地等の

関係地の調査に出向いた。記述の肉付けのためには欠かせない作業であったが、新潟県庁

で「開拓団実態調査表」を閲覧・コピー入手する作業同様、編集終了までに足掛け 6年の長

い年月を要した。戦後 65年の年にまとめ上げることができ、幸いに思う。 8月9日、毎年、

ソ連軍が満州に侵攻したこの日に行われる新潟県満州開拓民殉難者慰霊祭において、約

5,000人の殉難の御霊に拙著を献納することができた。

拙著が新潟県において初の『満州開拓史』となったわけだが、その編集・執筆では以下の

5点の特色を持たせた。

①新潟県が送り出した満州開拓団・義勇隊開拓団（中隊）関係資料の発掘とその収録

②各開拓団『団史』、関係者『手記』、戦後の親睦会の『会報』等の発掘とその活用

③関係者 100余名を訪問しての体験談の聴取とその採録

④昭和 20年までの地方紙記事の発掘とその参照

⑤開拓団殉難者慰霊碑の確認と碑文・写真の掲載

⑥満州開拓民引揚者の生活再建・戦後開拓の詳述

満州開拓団の記録は、その悲惨な逃避行ゆえにいわゆる「引揚物」としてつづられるこ

とが多い。困苦・殉難は詳しく記録されるべきことであるが、開拓団入植から村づくり、生

活の足跡も詳しく触れられるべきである。また、渡満を決意するにいたる当時の社会状況

や各個人の事情も忘れてはならない。さらには、戦後帰りついた祖国・故郷でどのように迎

えられたか、戦後新たに開拓に入った地での生活再建についても落とすことができない。

それぞれがすべて生身の人の人生を語っているからである。

戦後開拓での生活再建は生やさしいものではなかった。緊急に斡旋された入植地が不良

地であったり、 1・2年であきらめなければならないような土地であったりした。不慣れが

ゆえの脱落者も出た。そこから海外への移住を選択した人もいた。一応の生活安定を得る

まで、それらの人には 30年、 40年の月日が必要であった。満州開拓民を語るとき、その

人の人生すべてをカバーする必要がある。

『新潟県満州開拓史』はB5版2段組、 750ページの大部となった。現在の出版界事情

からも内容が新潟県に特化したものであることからも、自費出版とならざるを得ず、地元

業者に依頼して完成した。著書は国会図書館ならびに近県県立図書館、新潟県内の各市町

村中央図書館、大学図書館等に寄贈し、満州開拓団関係者ならびに関心をもつ人たちに読

んでいただけるようにした。



�����

『自費出版年鑑2010年』 (NPO法人日本自費出版ネットワーク刊行）
第13回日本自費出版文化賞講評

2010年9月2日記者発表での各選考委員のコメントから抜粋（文責：編集部）

●選考委員長

色川 大吉〈歴史家〉

■選考委員
鎌田 慧〈ルボライター〉

中山千夏〈作家〉

土橋 寿〈日本自分史学会会長〉

秋林 哲也〈編集者〉
小飯塚一也〈ライター〉 -..r ~ . .-• 

応募総数641点のうち226点が第 1次選考を突破し、うち64点が第2次選考を通過し入選。

最終選考会で大賞、部門賞、特別賞、計10点が選ばれた。

部門賞

研究・評譲部門
いしぶみ っちくれ

書名満州開拓民悲史 一碑が、土塊が、語りかける一 13-8257-05 
著者名 高橋健男（新潟県）
発行社（者） 批評社印刷所理想社
サイズ四六判ページ数 370 発行日 2008.7.10 定価 3150円 HP登録済
内容紹介 満州開拓民に何が起こったのか、中国残留孤児はなぜ生まれたの
か。日本敗戦後の中国黒龍江省方正で酷寒の越冬中に約5000人の避難民が斃
れた。それらの人たちは今、中国国内唯一の「日本人公墓」に眠る。方正に
集結した開拓団避難民のことを中心に据え、満州開拓民の困苦．悲惨を解き
起こし、後世に伝える。

研究・評論部門

『満州開拓民悲史
いしぷみ つぢ くれ

一碑が、土塊か、語りかける一」

高橋健男（新潟県）

第2次選考を通過した研究・評論部門の

人選作品10点の中から、高橋健男さん（新

潟県）の「満州開拓民悲史一碑が、十．塊

が、語りかける一」を部門賞に選んだ。

高橋さんは1946年、戦後生まれの元教

員で校長先牛なども歴任された）i。旧満州

’'”： レ ・

隧

についてはライターやカメラマン、当事者

などいろんな方が書いているし、社会的に

もいわゆる残留孤児や婦国された方々の悲

話が伝わっており、今も残る問題だ。高橋

さんは膨大な資料をほとんど網羅して、実

際にいろんな開拓地に墓参団とともに訪れ

て取材をきちんとしている。訪問できな

かったところも資料を読み込んで書いてお

り、満州開拓についてのまとめという意味

が大きい。聞き取りや撮影などもしっかり

した労作だ。
ほうま さ

ハルビン郊外の方正というところに中国

人が日本人開拓団避難民受難者のために公

墓を建てている。日本人は加害者として旧

満州を侵略したわけだが、被害者である中

国人が加害者の中の被害者、満州開拓団の

犠牲者についての歴史も継承しようとして

いる。基本はもちろん日本による侵略だが、

高橋さんが懸命に取材してきたなかに、双

方が乗り越え、お互いに変わってきたとい

う「歴史の時間」が反映している。
あ あ

方正の公墓は最近公開された映画 『嗚呼

満蒙開拓叩 （羽田澄子監督）にも出てく

るが、高橋さんはも っといろんな地域を訪

れて書かれており、貴重な仕事をされたこ

とを評価したい。 （鎌田 慧）
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満州開拓民悲史 一碑が、土塊が、語りかける一・

研究・評論部門賞

問題の根源を知り後憔に伝える

高橋健男

戦後65年の今、戦後生まれの人が全人口の4分の 3を占め、戦前・

戦中のことは急速に忘れ去られようとしている。しかし満州開拓

移民に起因するいくつかの問題は、現在の問題として今も引き続

いている。私たちは問題の根源を知る必要がある。

私が満州開拓団関係の調査研究を始めて10年になる。この間、

関係者の慰霊訪中への同行、慰霊・親睦の会への参加、個別の自

宅訪問や文通により体験を聴取してきた。そしてこれらで知り得

た歴史事実を著作と講演で後粧に伝える活動をしている。
7-,ンチ’ーン

中国黒龍江省ハルビン市郊外の方正県に、中国人が日本人開拓
はうまさ

団避難民殉難者のために建立した「方正地区R本人公墓」がある。

中国国内唯一の日本人殉難者のための“おおやけ”の墓である。
こうえしヽ ヘし、

建立は日中国交樹立9年前のことで、文化大革命期にも紅衛兵に
まさん

よる破壊から守られてきた。後年、「麻山地区日本人公墓」や「中

国養父母公墓」も建立された。だから今この地は開拓団関係者が

必ず立ち寄る慰霊の地、日中友好の原点・象徴の地となっている。

しかし、このことは日本国内ではほとんど知られていない。

「中日友好圏林」として整備されている墓苑は、黒龍江省ならび

に方正県人民政府が維持普理している。本来なら日本政府が責任

を持つべきであろうが、支援は筆者も会員である「方正友好交流

の会」をはじめとする民間団体や引揚関係者によって細々と続け

られてきている。日本政府が支援金支出を決めたのは平成21年10

月のことである。

『満州開拓民悲史』は、多くの開拓団避難民が酷寒の越冬生活を

余儀なくされたここ方正の地に焦点を置き、そこに集結した避難

民の逃避行や収容所生活の困苦、残留婦人の姿などを詳述した。

各種資料、現地訪問、関係者からの聞き取りにより、満州開拓民

が陥った悲惨な状況を解き起こし、後世に伝えるものである。

読むほどに滲み出る悲嘆の情念
編集•発行者 佐項藝英；之~〈批評社〉

第13回日本自費出版文化賞の「研究・評論」部門で、『満朴l開拓民悲史jが受賞

作品になったという吉報を、高橋健男さんからお知らせいただいた。この本は、本

来、自費出版という形ではなく、オリジナル出版として刊行すべきだという想いが

強かったので、版元としてはいささか恥じ入る感情と喜びが錯綜して素直に頷けな

かった。戦争体験の伝承が希薄化していくなかで、国家の政策で満州開拓に動員さ

れた人たちの無念の想いが凝縮されて表現されているこの本は、読むほどに悲購の

情念が滲み出て、落涙なしには読み進めない。高橋さんの誠実で実匝なお人柄が偲

ばれる秀逸な作品である。
ああまんもう

本の刊行と相前後して羽田澄子さんの映画作品「嗚呼満蒙開拓団」が全国上映さ
せいか

れ、また、高橋さんもかかわっておられる方正友好交流の会の会報「星火方正」や

各地方紙に紹介されて幸運にも童版することができた。この本が若い人たちにも読

まれることを祈念して止まない。
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“藩陽からニイハオ'’

日本で『中国人就学生と中国帰国子女』を出版して

山田陽子

2010年6月に日本で出版しました『中国人就学生と中国帰国子女一中国から渡日した子

どもたちの生活実態と言語』という本についてご紹介させていただきます。

本書は、ヒトとモノの国際移動によるグローバル化が進展した日本で、どのように生活

やことばの支援を行っていけばよいのかを言語教育の具体的な実践例から考えようとした

ものです。

まず、日本の地域社会で生活する「中国人就学生」と「中国

帰国子女Jの生活実態を調べました。中国から H本に来た若者

・子どもたちは何を思い、どんな生活をしているのでしょうか。

中国からの渡日者は増加し続けていますが、私たちの身近に住

んでいるにもかかわらず、かれらの生活ぶりは意外と知られて

いません。そこで、かれらの日本における生活実態を把握して、

どのような支援が必要なのか、私たちに何ができるのか、現在

および将来の外国人問題に生かせる施策とは何かを考えました。

中
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語

本書の内容は長野県と愛知県での 5年間にわたるフィールド調査（聞き取り調査、面接

質問紙調査、史資料調査等）からの知見によるものです。長野県は周知のとおり満洲移民

を多く送出したところです。長野県の小さな村が実践した中国帰国子女教育から、外国に

ルーツをもつ子どもたちの支援に生かせる数々のヒントを得ることができました。ここで

は、満洲引揚者が日中正常化以降に帰国した人たち（中国帰国者）に生活や言語の支援を

行なっていました。

愛知県でのフィールド調査では、 60数名の中国人就学生ひとりずつに聞き取りを行ない、

日本語学校での学習と中国帰国子女教育の学習目的・学習方法・教育の担い手等を比較す

ることで、中国人就学生にはどのような支援が望ましいのかを考えることができました。

本書は日本社会と中国社会を架橋する「若者・子ども」が主人公です。第1I部に登場す

る中国帰国子女は、「中国黒龍江省ハルビン市方正県」から渡日した子どもたちです。黒龍

江省で私が実際に撮影した開拓団部落の写真も掲載しました。

私は 2010年4月から中国遼寧省藩陽市の東北大学（日本語学部）に赴任し、中国全上か
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ら集まった大学生と大学院生に日本語科日と言語学を教えています。東北大学は、「張学良」

が 1920年代に築いた大学です。満洲（中国東北部）から帰ってきた人たち（満洲引揚者、

中国帰囚者）のことを勉強していた私が、まさか、満朴Iの中心都市であったi審陽（奉天）

に住む機会を与えられるとは思ってもみないことでした。

藩陽に赴任して 3カ月経った 7月には、「i審陽日本人会交流会」が開かれ、在藩陽日本国

総領事のご臨席のもとに約 100名の在藩陽日本人が集まりました。大学教員は私ひとりで、

あとは日系企業の駐在員とご家族でした。アジア最大の重工業都市として知られる滞陽だ

けに、電器会社、自動車タイヤ・モーター・ゴム製品・工業用ペンキ・電子部品製造、建

築機械会社などの日系企業が進出しています。東北大学も日本の大学や企業と学術交流、

技術提携などを積極的に展開しています。

9月には、東北大学主催の国際シンポジウムが開催されました。多くの日本人研究者が中

国人研究者とともに研究成果を発表し議論しました。私も国際シンポジウムの逓営補助や

研究論文を通じて、日中両国の文化を比較する楽しさを味わいました。

東北大学から少し離れますが、黒龍江省の「方正日本人公墓」にはこれまで二度参りま

した。中国に日本人公墓があることは中国人大学生の誰も知り主せん。毎年多くの日本人

が公幕を訪れていることを教室で話しますと、そのような草の根の日中友好交流が長年続

いていることに、学生たちは驚愕するとともに深い興味をもって聞き入っていました。

厳しい風士のi審陽で、中国人大学生にサポートしてもらいながら何とか生活をしていま

す。日本の大学で中国人留学生を教えていた経験から、中国で日本語を学ぶ中国人大学生

と日本の大学で日本語を学ぶ中国人留学生との違いも感じています。本書は、私が実際に

働いてきた日本語教育現場のリアルなエッセンスがいつばい詰まった本になりました。他

にない調査データを豊富に掲載しました。インターネットで「中国人就学生と中国帰国子

女」というタイトルを検索していただきますと、内容が詳細に出てまいりますので、ぜひ

ご覧くださいますようにお願い申し上げます。

書名 『中国人就学生と中国帰国子女一中国から渡日した子どもたちの生活実態と言語』

A5版 220頁、 1800円税別、風媒社（面052-331-0008)

（やまだようこ：中国遼寧省藩陽rii「東北大学」日本語学部教員）
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養父母会ニュース

ハルヒ°ン市日本残留孤児養父母の会

事務局長

石 金 楷

① 7月 8日、上海テレビ・ニュースチャンネルの要請をうけ、養父母会のスタッフが「昔」

番組のインタビューに答えました。当時の人の回想を通して、当時の養父母が曾ての恨

みを忘れ、広い心で日本の残留孤児を育てた感動的な話を再現し、崇高な母性愛を讃え

罪深い戦争を断罪しました。

② 7月 27日から 29日まで、映画『舞踊学部』（別名・中国のお母さん）演劇グループ

の招きで、養父母と一緒に青島へ行き、「中国第7回ハスの花賞」キャンパス舞踏コン

テスト活動に参加しました。養栂李淑蘭と石金楷秘書長は、主催の中国舞踊家協会に「感

謝状」を贈呈し、まったく新しいスタイルで中国のお母さんの大きな胸の内を解き明か

したこと、独特の角度から戦争と平和の問題にアプローチされたことに対して、お祝い

と感謝を表明しました。

③ 7月 31日、 8月 1日、石金楷秘書長は黒竜江省社会科学院東北アジア研究所のお供を

して方正県の調査活動に立ち会い、関係部門、スタッフと交流活動を行いました。

④ 8月2日、日本のNHK報道局の石部俊を案内してハルピンの残留孤児、藤川和子、楊

治国などを訪問。 3日、方正の日本人公墓、友好園林を訪間。方正在住の孤児・徐士蘭

と交流しました。

⑤ 8月 22日、日本の小野晋也衆議院議員を団長とする「日本人の心の故郷を訪ねる旅」

の一行20人が方正地区日本人公募を参拝。養父母会に記念の樹を植えてくれるよう頼

みました。

⑥ 8月 25日、京都大学大学院人間環境学研究科博士課程の南誠先生がハルピン，方正を訪

問、養父母の会と交流を深めました。南先生は3年前、養父母の会と交流を始めました

が、近年、残留孤児間題の調査研究に努力され、多くの論文を発表されています。

⑦ 1 0月9日、残留孤児龍鳳雲（桔高弘子）の養父母、龍宝珠、矯俊清夫婦の遺骨がハル

ピン市濱西鎮から方正中日園林の中にある中国養父母公募に移されました。この移送に

は連絡会の名誉会長胡暁慧と秘書長石金楷が立ち会いました。

＊ 

① 7月8日，阪上海屯視台紀実頻道遂清，咲誼会組銀人負赴咳頻道＜往事＞栢目組接牧坊淡。

通近当吋人的深情回凶再現了当年中国葬父母不汁前嫌，以博大，善良的胸杯牧芥日本

遠孤的感人往事，椀美了人岡最崇高的母愛，判罪了罪悪的哉争。

② 7月27日到 29日，庖屯影＜舞踏系＞ （又名中国妨姐）刷組的遂清，躁日孤葬父母一起
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赴青島，参加「中国第 7接荷花奨」校国舞踏大賽。日孤葬母李淑竺和咲涼会秘廿長石金楷

向活功主か方中国舞踏家肋会贈送了＜感謝状＞，対影片用一神全新的形式i全秤了中国娼如

博大的胸杯，炊一介独特的祝角表込了対哉争的反思，対和乎的向往而倣出的成功探索表示

祝碗和感謝！

③ 7月31日， 8月1日，石金楷秘村長陪同黒花江省社会科学院糸北亜研究所赴方正且渦研，

同有美部［］和人士逃行了深入的交流。

④ 8月2日，日本国NHK扱号局石部俊先生来吟水演，咲以会陪同他走坊了在吟ホ演的日本

遺孤藤川和子，栃治国，等人。 3日陪同他参刺了日本人公墓和中日友好囮林，述有同申清

礁汰遣孤身分的徐士竺女士逍行了交流。

⑤ 8月22日，以日本炊以院以員小野晋也先生力困長的「日本人心中的故多之旅」一行 20 

人赴方正艮，拝祭了日本人公墓，委托朕誼会神梢了紀念村。

⑥ 8月25日，日本国京都大学大学院人岡胚境学研究裸博士在渡生南滅先生坊祠吟水演，方

正艮，同朕消会逃行了深入交流。南滅先生是 3年前同朕疸会建立咲系的，近年来，他致力子

日本遣孤何題的研究，多次撰写有美文章。

⑦ 1 0月9日，日本遺孤花夙云（桔高弘子）的芥父母花宝珠，妍俊消夫如的骨灰由吟ホ演市

哀西領迂入方正中日友好囮林中的中国葬父母公墓，吟が演市日本留半遺孤）し葬父母朕誼

会名誉会長胡晩慧，秘廿K石金楷陪同其奈属参加了骨灰迂葬活功。
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方正日本人公墓への旅 (20 1 1) 

■ 日程
6月22日（水） 新潟空港ロビーに集合 10:00 

1 2 : 1 5 空港発 (CZ6 1 6便）

ハルピン空港着 13:40 

宿泊＝シャングリラ（香格里拉）ホテル

2 3日（木） 貸し切りバスで方正へ（高速道・約 2時間半）

方正県政府表敬訪問、墓参と日中交流

宿泊＝蕗蒻大酒店

24日（金） ゆかりの地（伊漢通開拓団跡地ほか）訪問

貸し切りバスでハルピンヘ

宿泊＝シャングリラ（香格里拉）ホテル

2 5日（土） ハルピン市内見学（太陽島、 73 1細菌部隊記念館）

宿泊＝シャングリラ（香格里拉）ホテル

26日（日） ハルピン空港発 (CZ6 1 5便） 9:50 

新潟空港着 13:00 

空港ロビーで解散

＊ 時間は現地時間、中国は日本の 1時間遅れ

■ 定員 1 5名

■ 会費 150, 000円（シングルの宿泊ご希望の場合は差額10, 500円

プラス。集合、解散の新潟空港までの交通費はふくまれていません）

■ 申込み 5月20日までに下記・奥村までお申し込みください。なおその折、パ
スポート（顔写真のページ）を下記のファックスヘお送りください

■ ご送金ほか
①〔会費の払い込み〕振込用紙をお送りしますので5月31日までに指定

の口座へお振込みください。

② 旅行にかかわる保険料は含まれていません。保険は空港でもできます。

東京→新潟（新幹線、片道10,470円、高速バス片道5, 2 5 0 

円）新潟駅→空港、バス 350円、約30分間隔で運行。

③ その他、お問い合わせはお気軽に下記へどうぞ。

方正友好交流の会

〒101-0052 東京都千代田区神田小川町3-6

（社）日中科学技術センター内

電話 03-3295-0411 

■方正旅行の問い合わせ： 奥村正雄
電話 0 4 3 -2 7 2-9 9 9 5 

FAX 043-272-0214 
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ほうまさ

方正日本人公墓が私たちに問いかけるもの

ー「方正友好交流の会」へのお誘い―

1945年の夏、ソ連参戦と続く日本の敗戦は、旧満洲の開拓団の人々を奈落の底に突き落

としました。人々は難民、流浪の民と化し、真冬の酷寒にさらされ、飢えと疫病によって

多くの人々が方正の地で息絶えました。それから数年後、累々たる白骨の山を見た残留婦

人がなんとかして埋葬したいという思いは、県政府から省政府を経て中央へ、そして周恩

来総理のもとまでいき、中国政府よって「方正地区日本人公墓」が建立されました。中国

ではまだH本の侵略に対する恨みが衰えていない 1963年、中国政府は、中国人民同様わが

同胞の死も、日本軍国主義の犠牲者だとして手厚く方正に葬ってくれたのです。日本人開

拓民たちのおよそ4500人が祀られているこの公墓は、中国広しといえどもこの方正に

あるものだけです。（黒龍江省麻山地区でソ連軍の攻撃に遭い、 400数十名が集団自決した

麻山事件の被害者たちの公墓も 1984年に建立され、この方正の地にあります）

この公墓の存在は、私たちの活動もあり徐々にではありますが、人々に知られるように

なりました。民族の憎悪を乗り越えて建吃されたH本人公墓の存在を、更に多くの人々に

知ってもらおう。「愛国主義」ではなく、国際的な友愛精神、国際主義的な精神を広めてい

こうと設立したのが「方正友好交流の会」です。当会の前身は、 1 9 9 3年に設立され、

2005年6月に再発足し、 H中友好の原点の地ともいうべき「方正」に光を当てたいと

活動しております。

個人会員ーロ 1,000円 団体・法人会員一日 10,000円

（口数は最低ーロ、上限はありません）

方正友好交流の会

101-0052 東京都千代田区神田小川町3-6 （社）日中科学技術文化センター内

電話 03-3295-0411 FAX 03-3295-0400 E-mail: ohrui@jcst.or.jp 

郵便振替口座番号 00130---5-426643 加入者名 方正友好交流の会

HPアドレス： http:/www.houmasa.com/ 
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小説に初登場した方正日本人公墓

一佐江衆ー著『昭和質店の客』を読む一

大類善啓

日本経済新聞朝刊最終面の文化欄は、日経の中でも一番読まれていて人気が高い。経済

に疎い私などは、読む先から忘却の彼方に行ってしまうので、日経ではここしか眼を通さ

なしヽ ロだ。

2年前の 11月2日の朝、その欄に「満州・中国東北部の子供たち」という見出しで、作

家の佐江衆ーさんが、＜「アカシアの大連」が見たくて初めて出かけた＞と、大連、 i審陽、

長春、ハルピン、牡丹江を旅したエッセイが出ていた。

佐江さんが、老親介護の凄まじい現実を描写した小説『黄落』の作家だと知っていたが、

もしかしたら満州体験もある方なのかと思った。が直接の体験はないようだ。 しかし、佐

江さんにとって満州という言葉は、身にしみつくようにあったようである。

1934年生れの佐江さんは、そのエッセイの中で、＜実は戦時中子供の頃、「日本の生命線」

といわれた満州に憧れた＞子供であったと述懐している。

その旅は、かつての日本時代のヤマトホテルや大連駅などの建造物の見学、牡丹江では

高校生との交流もあった。また、牡丹江近郊ののどかで豊かな緑の山々を眺めながら、麻

山で父や開拓団の大人から殺された子供たちの顔が浮かび上がってきたと書かれている。

そうして、 一人っ子として大事にされている現在の中国の子供たちに接しながら、佐江さ

んはく東京大空襲を生きのびて作家になった者として満州を含む「昭和」という時代を書

ききらねば死ねないと思、つている＞と、締めくくつている。

それから 2年後、『昭和質店の客』という小説が完成し、今年7月刊行された。そこでは

「満洲」が正面から描かれている。

小説に登場する主要な人物 3人は、生活は苦しいながらも楽

しく浅草を生きていた人たちである。そんな庶民にも戦争は押

し寄せてきた。浅草六区に近い昭和質店に出入りする人々も、

いやおうもなく、戦場に駆り出されて行った。

柳田保雄は、 今92歳、養護老人ホームの介護ベッドにいる。

その柳田老人が「どうしても語っておかねばならいことがあり

ます」と回想する。

保雄は、満洲移民の大義を信奉し、「五族協和」「王道楽士」と信じた満洲へ、大きな夢

を抱いて開拓民になり妻子を呼び寄せる。同時に、“松竹座のトクちゃん”と呼ばれ、エノ

ケンやロッパの物真似をして映画館の呼び込みをやって親しまれていた父も満洲へ呼び寄
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せた。しかし幻の 「満洲国」は崩壊した。

ソ連兵に子供たちは虐殺され、婦人たちは強姦された上で殺される。どうせならと、妻

子も父も「自決」させた。そうして自分ひとりが死に損ね、ソ連に抑留されで帰国した。

今介護ベッドで毎夜見る夢は、ソ連軍の戦闘機の爆音の中、 泣き叫ぶ血みどろの乳呑児
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を抱きしめ、どこまでも続く暗い泥んこ道を逃げ続ける自分の姿だった。

保雄が遥か満小11の大地に両手を合わせ、現在は中国東北部と呼ぶ旧満洲を調べていくと

方正に日本人公墓があるのを知ったという形で、公墓の建立の経緯が保雄によって語られ

る。

「知りませんでした。偏屈者、頑固者の私は、目と耳を固くとざし石になって（満洲のこ

とを忘れようと）逃げまわってきたのですから」と、日本人公墓のことが 1頁ほど書かれ

ている。 ドキュメントではなく小説で方正日本人公墓のことが書かれたのはたぶん初めて

だろう。

佐江さんはどこで日本人公墓のことをお知りになったのだろう。実は日経に記事が出た

あと、すぐに「星火方正」などをお送りした。その後、『昭和質店の客』が刊行されると、

お贈りいただいたので、たぶん方正公墓の存在はこの会報ではないかと思ったが、この原

稿を書くにあたって改めて佐江さんに確認した。それによれば、 08年 6月の中国東北部へ

の旅で、牡丹江の元円明小学校の卒業生から、その存在をお聞きになったが、より詳しく

は「星火方正」で知ったとのことだった。

小説では、柳田保雄の他に、「昭和質店」に出入りしていたレヴューガールのテンプル染

子は慰問団で戦地へ行き、その恋人、進ちゃんは、ニューギニア戦線で地獄の敗走の果て

に死んだ。

佐江さんは、本書のあとがきでも、「この小説は、戦争を少しは体験した昭和戦前生まれ

の私が、死ぬまでに書かねばと考えていた作品です」と書いている。

生き生きと浅草で生きた庶民たちが戦争で翻弄された姿を描いた本書を、戦争の実情を

知らない若い人たちにぜひ読んでほしいと思う。 （新潮社刊 定価： 1600円＋税）

書籍案内

＊ 『風雪に耐えた「中国の日本人公墓」ーハルビン市方正県物語一』

方正友好交流の会編著

日本人公墓建立までの経緯などを王鳳山と奥村正雄が、中国養父母公墓を自力で建立し

た遠藤勇さんの半生を大副敬二郎が、方正県住民の家に住み込み、全力で稲作指導に邁進

し「日中友好水稲王」といわれた藤原長作さんの一生と、敗戦後八路軍に入り帰国後、日

中友好運動や麻山事件の犠牲者の公墓建立で活躍された金丸千尋さんの半生を大類善啓が

執筆。また「方正友好交流の会」を成立以前から支えた人々の座談会を牧野史敬が司会進

した記録などが収録されている。定価 1500円。（事務局に残部あり）

＊ 『約束 満州の孤児たちの生命の輝き』 増田昭ー著

牡丹江から逃れて新京敷島地区難民収容所に辿り着いた著者が、かつて孤児室で死んで

いった仲間の子供たち、生きて帰ることができなかった子供たちの無念と心の叫びを、書

き表した書だ。当時、著者は 17歳。孤児たちのお兄さん的な存在だった。毎日、何人もの

孤児たちが収容所の中で死んでいく中で、神や仏のことを話し合い、議論し、助けあった

子供たちを追想した鎮魂の書だ。本書は次に紹介する『オリオンの墓』の永井瑞江さんな
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どの多くの人たちに影響を与えた。また過日ソプラノの廿利真美さんが、増田さんの本を

もとに、く歌と朗読でつづる小さな命のものがたり＞として今年5月横浜で公演を行った。

（定価： 1500 円、制作•発行夢工房電話 0463-82-7652)

＊ 『オリオンの墓一あの冬満洲に消えた難民孤児たちへ』 永井瑞江著

著者は 1933年、旧満州奉天（現藩陽）で生まれ、無政府状態の長春で難民生活を経て、

長野県上田市に帰国。 05年に、満洲国 13年間の歴史を少女の目でみた記録『おばぁちゃん

の満洲っ子日記』を出版。本書は、増田昭ー著『約束』に登場する子供たちを連れてきて、

満州の日本人たちの悲劇がなぜに発生したのか、在満邦人への棄民指令の公電、不可解な

避難命令と疎開命令など、関東軍の責任の所在を追及している。

（定価： 1500円 編集制作信濃毎日新聞社 026-236・3377)

＊ 『満蒙の新しい地平線 衛藤藩吉先生追悼号』

満蒙研究プロジェクト編集委員会編

本書のまえがきに、一橋大学名誉教授の田中克彦氏（モンゴル学、言語学）が、く「満

蒙」は、かつて日本がこの地域の支配のために勝手に造った造語であり「満洲国領士内の

モンゴル諸族の歴史的空間」という固有の意味をもつものであって、決して漠とした「満

洲とモンゴル」ではない＞と記している。

第一部は06年の方正の総会で講浪をしていただいた衛藤藩吉先生の追悼特集である。そ

の中に「星火方正」 4号所収の衛藤先生の原稿く職野に果てたちちはは＞、また大類善啓

が「星火方正」 6号に書いた＜衛藤藩吉先生を偲ぶ＞が収録されている。

第2部は満蒙研究。＜チンギス・ハン モンゴル帝国成立800周年に思うーモンゴルをノ

モンハン戦争から読み解く＞という刺激的な田中克彦氏の講演が収録されている。

（定価： 2381円（税別）、桜美林大学北東アジア総合研究所、川西重忠発行）

＊『中国残留日本人という経験 「満洲」と日本を問い続けて』 蘭信三 編

本書は、中国残留日本人の多彩な経験を通して、現代の日本を間い、「満洲」とは何だった

のかを総括する。いわば中国残留日本人研究の総決算ともいえる 600頁を超える大部の書

だ。会員の南誠さんが『想像される「残留日本人」一国民をめぐる包摂と排除』を、同じく猪

股祐介さんが『満洲農業移民から中国残留日本人へ』というタイトルで論文を書いている。

（勉誠出版隊電話03-5215-9021定価 8000円、税別）

＊ 『風雪に耐えて咲く寒梅のように 二つの祖国の狭間に生きて』

可児カ一郎著

著者は、旧満州へ入植してから 17年ほどの中国での残留生活を経で帰国するまでの記憶

を綴ろうと、慣れない日本語と苦闘しながら、 2003年本書を書き上げた。著者宛てに直接

申し込んでいただきたい。〒399-5303 長野県木曽郡木曾町田立 12 2 3 可児カ一郎

（かに・りきいちろう、定価 1700円。電話 0573-75-4755 FAX 0573-75-4557) 



�����

<報告> ありがとうございました

前号の会報 10号発行後、カンパをお寄せいただいた方、また新たに会員になられた方々

のお名前を以下に記して感謝の意をお伝えします。ありがとうございました。（敬称略、受

付けた順に記載しました。20 1 0年 12月6日現在）

貞平浩稲川清ー上条八郎西永守牧野史敬井出正一小島晋治山内良子野

田尚道阪田健夫田中朝子小関光二榎本晴夫高橋健男井出孫六網代正孝篠

田欽次黒岩満喜辻康子星浩一近藤喜一郎滝永登木村美智子小倉光雄鈴木

春夫小柴玲子宮川龍二坂部昌子遠藤勇渡辺一枝長塚淑江石橋実中村静枝

宮田一郎伊佐昭紀柴崎葦津子福久一枝高木涼子飯白栄助佐藤千栄子東山健

吾石田和久竹中一雄山下美子青柳幸司山田寿子齋藤寅竹井成範川口憲

小栗博鵜澤弘大島満吉森田恭子宮下春男風間成孔米山惇山本勝彦北澤広

子町田静子吉田敬子栗原貞子白西紳一郎杉田春恵福井以津子古賀勇ー山

田弘子（越谷市） 西沢昭祐阿部恵一鳩貝清太郎鈴木俊作森清多美江湊谷節子

鈴木幸子伊原忠高橋かよ子阿久津国秀斎藤兵一久保祐雄佐藤千栄子中島俊

江羽田澄子藤村光子加藤重幸土居司木戸冨美江千本健一郎北澤吉三前山

秀樹日高美保石井愛輝野澤咲子寺村道生寺本康俊小林浄子桜井博之塩谷

茂和今村隆一栗林稔先崎千尋山田陽子打田茉莉新谷陽子清水薫可児カー

郎松澤康雄岡崎友美小堀雄三小林英子森博勇香山磐根小柳保征佐藤貞雄

島辰夫山本義輝駒形好幸島田成夫末広一郎

く編集後記＞

前号の 9号で、北京の飴簸京子さんの原

稿の中の写真が間違っていた。佐渡さんは

趙喜晨さんを中に挟んで向かって左の方で

ある。佐渡さん、ご容赦のほどを。

日中関係は今厳しい局面を迎えている。

だからこそ今、国土の大小にとらわれず、

本当に精神的な意味での大国としての度量

が両国に求められている。我々としては、

方正公墓建立の経緯を追体験しながら、国

交回復前の周恩来や陳毅らの国際主義的で

懐の深い心を読み取りたいものだと思う。

<表紙写真撮影・板垣裕一>

『星火方正～燎原の火は方正から～』（第 11号） 2010年 12月 15日発行

発行：方正友好交流の会 編集人：大類善啓 Email:ohrui@jcst.or.jp 

〒101-0052 東京都千代田区神田小川町3-6 H本分譲住宅会館 4F

（社）日中科学技術文化センター内 電話： 03-3295-0411 FAX: 03-3295-0400 

郵便振替口座番号 00130-5-426643 加入者名 方正友好交流の会

HPアドレス： http:/www.houmasa.com/ 
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